
  地域貢献活動で流失した橋を復旧
    清水丸源建設株式会社　感謝状贈呈式

まちのホットNews

  一羽入魂！目指せ１回戦突破！！
    添田中学校バドミントン部新人戦県大会出場

↑感謝状を手にする清水丸源建設（株）清水社長㊧と寺西町長㊨

　令和５年７月の豪雨で床版２枚が流失し通行不
能となっていた野田地区クアハウス「ハピネス」
前の彦山川に架かる広畑橋を、近隣で河川工事を
行っていた清水丸源建設（株）が復旧架設を行い、
寺西町長から同社清水宣髙社長に感謝状が贈られ
ました。生活道路として利用される広畑橋の復旧
は地元野田地区から要望が町に出されており、そ
れを知った同社が地域貢献活動として無償で工事
を行いました。感謝状贈呈式で寺西町長から感謝

を伝えられた清水社長は「今
後も工事を通して、地域に貢
献していきたい」と笑顔で話
してくれました。

↑部員は２年生13人、１年生３人の計16人。レギュラー争いも熾
しれつ

烈です

　１月23日、令和５年12月に行われた筑豊地区中
学校新人体育大会で添田中バドミントン部が２位
を獲得し、２月10日に福岡市で行われる県大会へ
の出場を決めたことを寺西町長へ報告しました。
新人戦では初の県大会出場で、キャプテンの２年
生加藤さんは「夏の大会を含め団体戦では１度も
勝てていないので、１回戦突破を目標に練習した
いです」と寺西町長に力強く抱負を述べました。
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【文・西山紘二学芸員（商工観光振興課歴史文化財係）】
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木村 一
いつる

蕗 ちゃん 
２月７日生 ❷・添田東

宝物のような存在です。元気に
のびのびと育ってね！愛してる
よ。

２月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

未就学児のお子さんの写真を募集します

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をＥメールで送信してください。
役場総務課窓口でも受け付けています。

koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎82-4000）

送信先

３月生まれの
締め切りは、

２月15日㈭です。

★みそ作り ▷21日13時～
★衣類交換「どーぞ！」ウィーク ▷19日～ 24日
★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日）

　▷13日／虹の会読み聞かせ　▷20日／ペッタンアー
　ト　▷27日／おひなさま製作
★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）

　▷９日／虹の会読み聞かせ　▷16日／親子健康教室・
　おっぱい相談
★ベビーサークル「あっぷっぷ」

▷14日　▷28日／虹の会読み聞かせ
★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」

　▷８日
≪３月の予告≫
★親子エアロビクス ▷１日
★講演会「赤ちゃんを災害から守るために～小さな命

　を守るための母乳とミルクのお話～」 ▷６日
※詳しくは「おんぶにだっこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）

★ 作★★
日

地域子育て支援センター

　　　２月の予定

↑彦山川に架かる広畑橋


